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　はじめに

長引く経済の低迷や、雇用情勢も依然として厳しい状況にある中、県におい

ては、緊急経済・雇用対策プログラムに基づく各種施策を機動的かつ柔軟に展

開しているところであり、現在の本県経済は、生産活動が回復基調にあるなど

緩やかな改善傾向にあります。

しかしながら、個人消費や住宅投資が低調に推移するなど、全体としてはな

お回復力の弱い状況が続いております。

こうした状況を脱し、本県経済を活性化していくためには、本県の優れた資

源や大学などが有する研究成果を積極的に活用し、新たな産業や新事業の創出

を図っていくことが重要であり、知の創造である絶え間のない技術革新や独自

性のある製品・サービスの開発、ブランド化が強く求められます。

このため、県におきましては、本県産業が革新的な製品・サービスの開発やブ

ランド化を成し遂げ、企業間・地域間競争の中にあっても多様で活力ある発展を

維持していくため、「うつくしま、ふくしま知的財産戦略」を策定いたしました。

この戦略では、目指すべき姿として「知的財産を経営戦略の核とした企業の

創出」を掲げ、その実現に向けて、「知的財産を尊重する風土づくり」及び「ふ

くしま発知的財産の創造と活用の促進」を基本戦略として、多様で活力ある産

業の発展を図ることとしております。

県といたしましては、大学や公的産業支援機関及び国や市町村等との密接な

連携・協力の下、本戦略に沿って、短期集中的な施策展開を図り、中小企業等

における知的財産戦略の一層の推進を図ってまいります。

 

　　平成１７年 2月

福島県商工労働部長　村 瀬  久 子
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